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フィールドワークについて 

 

 建築では壁・屋根で囲い取られる空間の表現手段として製図があります。しかし、手法が同じだからと機械

製図が優先し、建築製図は無視され今日に至っています。精密な機械のためには精密な図面が書ければよいで

あろうが、建築はただきれいな図面が書けても豊かな空間把握の力は養えません。教養をその即物的な教授法

の面から見る視野の狭さからの脱却が必要です。 

 また、建築家にとって一番大切な感性や想像力は、学校において学ぶものではなく、自分自身で会得しなけ

ればならないものだということを生徒知らせることも必要だと感じます。基本的に私たちは見たことのないも

のはイメージできませんから、新しい空間や建築を創造していくためには様々な建築の様式や素晴らしい空間

を経験しておくことが不可欠です。たくさんの言葉と語彙を知らなければ、奥深く心打つ美しい文章を書くこ

とができないのと同じ事です。それにはスケッチをすることが効果的です。スケッチという作業は、現実に目

の前に存在する空間や形を実体験することにより記憶でき、同時に記録もできるという二つの利点があります。 

 そこで、下記に示す軽井沢に点在する建物を見学し、スケッチすることにより感動を受けた景色や建築を記

録し、消えることのない記憶へと昇華する体験を提案します。 

 

主な見学先 

・三五荘 

・茶苑南暁茶室「大庵」 

・軽井沢の山荘（設計：吉村順三） 

・ギャラリー桜の木軽井沢店（設計：中村拓志） 

・軽井沢聖パウロカトリック教会〈セントポールチャペル〉（設計：アントニン・レーモンド） 

・軽井沢クリークガーデン（設計：山本良介アトリエ） 

・脇田美術館／脇田邸（設計：吉村順三） ※脇田邸非公開 

・室生犀星記念館 

・石の教会・内村鑑三記念堂（設計：ケンドリック・Ｂ・ケロッグ） 

・軽井沢プリンスショッピングプラザ・ニューイースト・ピッコラロトンダ（設計：池原義郎） 

・レストランアーティチョーク（設計：柳澤孝彦） 

 

 これらの建物を学校も学年も異なるグループ編成とする班別行動により見学し、さまざまな意見交換を通し

て知的好奇心を刺激し合う体験の場としたいと思います。 
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空間造形演習について 
 

 まちをつくろう！ 空間ワークショップは、JIA（日本建築家協会）関東甲信越支部中野地域会が、地域を

あげたお祭り ー中野まつりー に子どもたちを対象にした空間ワークショップとして 2000 年から行ってい

ます。2004 年には、第 43 回東京都図画工作研究会の城西大会「ひろげよう図工のゆたかさー社会に発信する

図工の役割と意義―」にてたくさんの図工科の先生方が参加され実施されました。その後、武蔵野市内の小学

校に活動の輪が広がっています。 

  

 たくさんの角材をジャンボ輪ゴムでつなぎ、組んで、立ち上げる！ 

 仲間とつくったイメージを、組んでは壊し、やり直す。材料の角材は、長さの異なる 2 種類で、ちょうど畳

の縦と横と同じ長さ。空を見上げ、樹木を眺め、お互いに観察する…。 

木材は森からのおくりものです。 

森にごみは出しません！使う素材はどこまでも、自然にかえる天然素材です。 

 

 

目的とその効果 

目的  １ 未来を担う子どもたちの環境・建築教育 

    ２ 造形の具体的手法の研究／普及 

 

効果  １ 共同で空間を表現することで、建築環境が体験できる楽しさや協調性を養う 

    ２ ゴミを出さない、無駄にしない環境保全への示唆を含んだこのプログラムを実施することで、 

住みよい美しいまちとすることの大切さを知る。 

    ３ 自然界の調和の法則を感じとる。 

 

 

木材に自ら手を触れ、自然の織りなす厳しさや暖かさを想像しながら、ものづくりを経験するということは、

子どもが育つ過程において大切なことです。また、グループで協力して行うことで、お互いの考えを伝え認め

合う、コミュニケーション能力の育成にも役立ちます。何よりも、仲間と一緒にひとつのことを成し遂げる楽

しさを経験することができます。 

また、地域密着型実践教育の一環として、地域の子どもたちとの実践や体験入学でのプログラムとしての利

用も可能だと思います。 

この機会に是非、このプログラム体験いただければと思います。 

 






